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デジタル・シティズンシップ教育の現状と課題
（10：20～10：40）

社会構想大学院大学

コミュニケーションデザイン研究科

後藤 心平

Shimpei GOTO @ The Graduate School of Social Design all rights reserved. 



結論：デジタル・シティズンシップ教育の現状と課題

‐デジタル・シティズンシップ教育の効果は少なからず認められている

‐一部の自治体は教員研修を設けて意識を高めようと試みているが

  デジタルに抵抗がある教員は積極的に関われていない

‐この教育が「民主社会を生きるために必要な資質・能力を身に着け

させようとするもの」だと理解することが必要

‐この教育が広がりを見せるには、国が政策として示すことも必要
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「シティズンシップ」とは？

多様な価値観や文化で構成される社会において、個人が自己を

守り、自己実現を図るとともに、よりよい社会の実現に寄与する

という目的のために、社会の意思決定や運営の過程において、

個人としての権利と義務を行使し、多様な関係者と積極的に

（アクティブに）関わろうとする資質。 （経産省 2006） 
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「デジタル・シティズンシップ（以後、DC）」とは？

インターネットやSNSなどのデジタル技術を活用して社会に積極的

に関与し、同時に責任ある行動を取る能力。単にネット上の

ルールやマナーを守るだけでなく、オンラインで自分の意見を発信し

たり、社会課題の解決に参加したりする主体的な姿勢も含まれる。

（EDIX 2025） 
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（1）DC教育の背景

‐デジタル技術は、生活やビジネス、教育など、様々な場面に
欠かせない

‐デジタル技術を使いこなせるか否かで、格差や民主主義社会
を生きる市民としての権利等に不平等が生じる

デジタル技術を利用して社会に積極的に関与、参加する
DCを身に着ける必要がある
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1．DC教育の現状



ネット上の偽情報 高い誤認率 ファクトチェックの課題

‐直近の衆院選で有権者が接した偽情報の約8割を「事実」と誤認

‐SNS等で偽情報が急速に拡散する一方、それを訂正するファクト

チェック情報は有権者に届きにくい

‐誤情報の拡散力に対抗するため、メディアや専門機関による

効果的で迅速な検証・周知の仕組みづくりが急務

時事通信（2026年3月8日）
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1．DC教育の現状



（2）DC教育の成り立ち

‐米国の情報教育基準を策定するISTEが2007年に示し、
米国で普及、取り組みは主に欧米（坂本ほか 2018）

‐総務省が2022年に教育の必要性を示し教材を公開

‐経産省は「未来の教室」プロジェクトの一環で
STEAMライブラリーに2022年から教材を公開
※2025年9月末で閉鎖、「note」でのコンテンツ提供へ移行
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1．DC教育の現状



DC教育に取り組んだことのある自治体

福島県西会津町、茨城県、埼玉県鴻巣市、吉川市、

戸田市、東京都武蔵野市、三鷹市、長野県、飯田市、

伊那市、松本市、岐阜県岐阜市、京都市、大阪府吹田市、

奈良県奈良市、広島県、鳥取県、愛媛県四国中央市など

国内ではわずかで
この教育の概念や意義を周知していく段階
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（1）メディア・リテラシー（以降、ML）の構成要素

１. メディアを使いこなす能力

２. メディアの特性を理解する能力

３. メディアを読解，解釈，鑑賞する能力

４. メディアを批判的に捉える能力

５. 考えをメディアで表現する能力

６. メディアによる対話とコミュニケーション能力

７. メディアのあり方を提案する能力
（中橋 2014）
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2．DCとメディア・リテラシー



（2）DCに必要な9つの要素

1．デジタル・アクセス

2．デジタル・コマース

3．デジタル・コミュニケーションと協働

4．デジタル・エチケット

5．デジタル・フルーエンシー

6．デジタル健康と福祉

7．デジタル規範

8．デジタル権利と責任

9．デジタル・セキュリティとプライバシー
（子どもの未来をつくる人のためのデジタル・シティズンシップ・ガイドブック for スクール 2023）
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2．DCとメディア・リテラシー
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2．DCとメディア・リテラシー

MLの7つの構成要素 関連するDCに必要な9つの要素 どう重なるか

1. メディアを使いこなす能力
1. デジタル・アクセス
5. デジタル・フルーエンシー

機器やソフトウェアの操作能力は、デジタル社会へ参加するた
めのアクセスを保障し、スムーズに活動する基礎となる。

2. メディアの特性を理解する能力
5. デジタル・フルーエンシー
9. デジタル・セキュリティと

プライバシー

メディアの仕組みやアルゴリズムを知ることは、デジタル空間
の特性を理解するとともに、情報漏洩や詐欺などのリスクから
身を守ることの根幹となる。

3. メディアを読解，解釈，鑑賞する能力 5. デジタル・フルーエンシー
デジタル上で飛び交う多様なコンテンツの意味を読解、解釈す
る力は、デジタル技術の流暢さに該当。

4. メディアを批判的に捉える能力
5. デジタル・フルーエンシー
8. デジタル権利と責任

情報を鵜呑みにせず、発信者の意図や真偽を評価・検証する力
は、フェイクニュースなどに惑わされないための基礎であり、
責任ある情報消費者としての振る舞いに直結する。

5. 考えをメディアで表現する能力
2. デジタル・コマース
3. デジタル・コミュニケーションと協働
5. デジタル・フルーエンシー

自らの思考やアイデアをデジタルで創造し発信することは、他
者とのコミュニケーションと協働の基盤。また、オンラインで
の価値創造や経済活動にも表現力が求められる。

6. メディアによる対話と
コミュニケーション能力

3. デジタル・コミュニケーションと協働
4. デジタル・エチケット

ツールを使ってやり取りをするだけでなく、相手の顔が見えな
いデジタル空間で他者を尊重し、マナーを守るための実践的な
能力。

7. メディアのあり方を提案する能力
6. デジタル健康と福祉
7. デジタル規範
8. デジタル権利と責任

デジタル社会やメディア環境のあるべき姿を考え改善していく
力は、市民としての最高次の参加形態。ルールの策定やアップ
デート、健全で安全な環境づくり、社会全体に対する義務の遂
行と深く結びつく。



DCの視点 その1

＜旧来の情報モラル教育での指導＞
自分が他人にされて嫌だと思ったことは他人にはしない。
人の気持を考えよう。

⇒単一の価値観、心情の想像

＜DCの視点での指導＞
自分が嫌だと思ったことでも他人は必ずしも嫌とは限らない。
他人がどう思っているかは、対話をして聞かないとわからない。
対話を通じて人の多様な考えを認め合おう。

⇒多様な価値観、コミュニケーションの創造
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3．DCの視点を取り入れた授業づくり



DCの視点 その2

＜旧来の学校でのデジタル機器の利用方針＞
①授業と関係のないことに使わない
②～しない
③～を禁止する

＜DCの視点でのデジタル機器の利用方針＞
①〇〇のためには、～をする。
②△△のため、～をしよう。
③□□により、～をするべきである。

利用制限ではなく
責任ある利用
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3．DCの視点を取り入れた授業づくり



広島県立庄原格致高校のDC教育カリキュラムマップ（2022年度～2023年度）
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広島県立庄原格致高校のDC教育カリキュラムマップ（2022年度～2023年度）



‐カリキュラムは「情報Ⅰ」の学習内容を軸とすると、他科目との
関連付けがしやすく、作成しやすかった

‐庄原格致高校は「新しいことに挑戦していく」という特色があり、
デジタルに前向きな若手教員が多く取り組みやすい環境だった

‐多くの生徒に「能動的に学ぶ」姿勢が見られ、学習意欲が高かった

‐ベテラン教員の中にはデジタルについていけていない人がいた

‐デジタルは常に進化しているので、カリキュラムマップは頻繁に
アップデートする必要がある

広島県立庄原格致高等学校の取り組みの振り返り
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4．課題と今後の展望

‐教員の意識とスキルのばらつき

‐文部科学省による政策的位置づけの不足

‐本質的な理解の不足（土台となる市民的資質の育成）

‐生涯学習としての必要性（大阪府吹田市の事例）

‐報道機関の取材・報道がどのようなものなのかを
知ってもらう活動に取り組む
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